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本稿では、明治時代の栃木県の日光に関する5人の西欧人（Ernest M. Satow, Isabella L. Bird, 

Pierre Loti, Mary Crawford Fraser, and Eleanora Mary d’Anethan）の著述に使われている形容

詞群を分析し、日光の観光資源に対する西欧人の価値意識構造を解明した。彼らが示した日光

は“the City of Rest” であり、そこには「静穏」「簡素な威風」「永遠の救い」「最上の精緻」「壮麗

な安息の地」「画趣ある寂寥」「鮮やかな色彩の調和」「秩序のたしなみ」といった要素をもつことが

明らかとなった。また、これらの要素の分析から、「際立つコントラスト」の存在が観光資源として

の日光を表す価値意識として極めて重要なものであることが示された。 

キーワード：観光資源、形容詞、西欧人、価値意識、日光 

Ⅰ はじめに 

１．研究の背景 

日本経済の数少ない成長分野の一つとして「観光」に焦点が当てられ始めて久しい。国土交通省

主導で民間団体・企業が参画した「ビジット・ジャパン・キャンペーン」が発足したのが2003年4

月1日である。爾来、リーマンショック、東日本大震災など、曲折はあったものの、インバウンド

の数は以下の通り推移しており（表１）、引き続き増加することが見込まれている。こうした状況の

なか、異なる価値意識をもつ外国人の理解や適切な情報発信がこれまで以上に重要になっている。 

表１ インバウンドの数 

2003年 524万人（この時点での目標は2010年までに1,000万人） 

2013年 1,036万人（初の1,000万人超え） 

2015年 1,974万人（この時点での目標は2020年に4,000万人、2030年に6,000万人） 

2017年 2,869万人 

（日本政府観光局 訪日外客数の推移により作成） 

栃木県日光では、観光資源として海外に発信するための英文資料が量・質ともに不十分である。
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現存するものでも内容が表層的で海外へのアピール度が極めて低い。さらに、SNSを含め、海外で

発行されている日光の紹介文の多くが、それら日本のガイドブックの翻訳にとどまるものが多く、

外国人の価値意識を踏まえたものになっていない。 

  

２． 先行研究の検討 

CiNiiおよびOPACにより、論文・書籍を検索した結果、過去に外国人の日本の観光資源に着目

し、価値意識およびその構造を明らかにした研究は存在しない。あえて示すならば、鎌田道隆「大

阪観の近世的展開」、奈良大学1988〔１〕、および言語学分野における、IWHASHI Kazuki ”On the 

Core Function of English Sensory Adjectives”、大阪大学2017〔２〕である。また、比較文化・比

較文学の分野では平川祐弘「和魂洋才の系譜」、東京大学1974〔３〕、渡辺京二「逝きし世の面影」、

2005〔４〕、そして建築史分野では、井上章一「つくられた桂離宮神話」、1986〔５〕、その他、日

光を扱ったものに井戸桂子「日光を訪れた二人のイギリス女性」、駒沢女子大2012〔６〕などがあ

る。これらは、いずれも平川のいう“外からの自己把握”、“第三者の目を通した日本文化の位置”

を歴史学、言語学、文学、建築史学などの分野から確認する研究である。 

本稿では先述の各専門分野の研究の学際的なものとして、西欧人が明治時代の日光をどのように

みてどう評価したか、そして、その価値意識を構造的に探ってみたい。 

「大阪観の近世的展開」の中で鎌田は「形骸化された近代的価値観」（進歩、発展、早さ、便利、

合理的等々が中心の概念）を無批判に受け入れてしまっている日常を見直すため、江戸時代の人々

が都市大阪をどのように見ていたかを研究する手始めとして、外国人の記録を調査した。そこでは、

近代人なら誰でも賛意を表する「価値意識」を「近代的価値観」と定義している。本稿においても

“誰でも賛意を表する”という観点を重視している。つまり本稿で取り上げる「価値意識」とは、

観光資源を評価するにあたって、「自然を満喫できる」「豊かさを実感できる」「手作り感を実感する」

「コスパの良い」果ては「自分を見つける」といった、漠然とした、かつ形骸化された概念ではな

く、流行に左右されない価値意識のことであり、見田宗介が「価値意識の理論」〔７〕で示す“人

間の〈幸福〉とか〈善〉の問題あるいはまた社会の中で諸個人の行為を方向づけるとともに、彼ら

の人生の「意味」を与える内面的な要因群”と捉える。さらに本稿ではその「価値意識」を統一的

な分析の枠組みの中で評価することで構造的にとらえようとするものである。具体例として、明治

時代の日光、そして、それに関する外国人による出版物を材料として使用する。 

 

３．研究の目的と方法 

本研究では「明治時代の外国人は日光をどのように見ていたか、どのような部分に感動していた

か」を外国人による出版物を通した言葉の分析により、価値意識構造を明らかにするものである。
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日光に着目し、また、明治時代の外国人による出版物に着目する理由には以下の4つがある。 

① 世界遺産となるなど、栃木県内における観光資源として日光が最も知名度が高い。 

② 多様な情報によりバイアスのかかっていない状態の日光を捉えた価値意識を把握する必要があ

り、開国後の間もない外国人の記述が適切である。 

③ 明治の日光は観光地、避暑地、トラウトフィッシングの場として在留外国人に認知され始めて

いた。 

④ 当時の日光は、建築物、自然環境、その他の面で、現代と大きく変わっていない。 

前述したとおり、現代も含め、江戸時代以降、日本の観光地について西欧人が記録として書き残

したものは多数存在するが、日本全体の中の一部として日光に非常にわずかな紙幅を割いているも

のばかりで、質・量ともにしっかりと書きとどめているものは驚くほど少ないi。代表的なもので、

多くのものを網羅しているとされる奈良県立図書情報館の「西洋人から見た幕末・明治のニッポン」

展示資料リスト（2009 年）に示されている一般書・参考図書の 166 タイトルの中にも日光につい

て十分な紙幅を割いているものは極めて少ないのが実態である。 

本稿での対象文献として、当時の外国人が日光について書き残した出版物（紀行文、案内書、日

記、エッセイ）の中で、日光に関する記述が質・量ともに保証されるものは以下のとおりである。 

ⓐ Ernest M. Satow （1843－1929） 日光初訪問1872 

  アーネスト・サトウ（イギリス人外交官） 

  “A Handbook for Travelers in Central and Northern Japanii ” 〔８〕 

    「明治日本旅行案内」 

ⓑ Isabella L. Bird （1831－1904） 日光初訪問1878 

  イザベラ・バード（イギリス人女性旅行家） 

  “Unbeaten Tracks in Japaniii ” 〔９〕  

「イザベラ・バードの日本奥地紀行」 

ⓒ Pierre Loti （1850－1923） 日光初訪問1885 

  ピエール・ロチ（フランス人海軍士官・作家） 

  “Japonerie d’automneiv ” 

  「秋の日本」 〔10〕 

ⓓ Mary Crawford Fraser （1851－1922） 日光初訪問1889 

  メアリー・クロフォード・フレイザー（イギリス人外交官夫人） 

  “Diplomat’s Wife in Japan : Sketches at the turn of the centuryv ” 〔11〕 

  「英国公使夫人が見た明治日本」 

ⓔ Eleanora Mary d’Anethan （1858－1935） 日光初訪問1894 
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  エリアノーラ・メアリー・ダヌタン（ベルギー公使夫人） 

  “Fourteen Years of Diplomatic Life in Japanvi ” 〔12〕 

  「ベルギー公使夫人の明治日記」 

これらの出版物から外国人である著者の価値意識構造を浮かび上がらせる手段として、出版物の

中で使われている形容詞に注目する。”On the Core Function of English Sensory Adjectives” 

(OUPEL, 2017-12)の中で Iwahashi〔２〕が述べている通り、価値意識に該当する形容詞は以下の

６カテゴリーに分類される。 

・感じ（feelings）               ・善悪（morality judgement） 

・量の多寡（amount）             ・困難度（difficulty） 

・程度の度合い（degree of intensity）      ・評価（evaluation） 

また、仁田義雄〔13〕は形容詞の3つの分類（属性、評価・判断、感情・感覚）のうち、約26％

が評価・判断の形容詞として出現するとしている。そして、宇佐美洋〔14〕が述べている通り、評

価という判断行為は、評価者の価値観に支配されている。つまり、書き手の評価判断が形容詞に表

現され、その評価判断は彼らの価値観をもとになされている。従って、文献に登場する形容詞の中

から「評価」に関連する形容詞を抽出し分析することにより、それを支配する書き手の価値観が浮

かび上がる。分析の仕方としては、抽出した形容詞を分類し（Chart 1）（図１，３，５，７，９）、

その中で「評価」に該当する形容詞群を KJ 法を用いて、グルーピングと関係性を分析し、その構

造を浮かび上がらせる（Chart 2）（図２，４，６，８, 10, 11）。対象文献における該当ページおよ

びページ数、そして作成した形容詞カード枚数（形容詞を抽出してカードに転載したものを形容詞

カードと呼ぶ。一枚のカードに複数の形容詞が入っている場合があり、実際の形容詞数はカード枚

数よりも多い）は、以下のとおりである（表２）。なお、標記の仕方として、どのような文脈で使わ

れているかを明示するため、被修飾語も記載した。 

 

表２ 文献ページ・形容詞カード 

文献 対象ページ ページ数 形容詞 
カード枚数 

A handbook for Travelers in Central & Northern Japan P250-252,P440-442, P445-460 20 174 

Unbeaten Tracks in Japan P94-129 35 342 

Japonerie d’automne P104-178 74 154 

Diplomat’s Wife in Japan P229-236 7 101 

Fourteen Years of Diplomatic Life in Japan P86-92, P123, P144-156 19 73 
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なお、Chart 1 では、横軸として Objective (客観性)⇔Subjective (主観性)、縦軸として

Reader-oriented (事実性)⇔Writer-oriented (意見性)として形容詞群を分類した。また、Chart 1 の

中でグルーピングした形容詞群にアルファベット名称を付した。以下の略語となっている（表３）。 

 

表３ Chart 1 略語 

WO  Writer-oriented, Objective 高意見性 高客観性 
NO Neutral, Objective 中意見性 高客観性 
RO Reader-oriented, Objective 高事実性 高客観性 
WM Writer-oriented, Moderate 高意見性 中主観性 
NM Neutral, Moderate 中意見性 中主観性 
RM Reader-oriented, Moderate  高事実性 中主観性 
WS Writer-oriented, Subjective 高意見性 高主観性 
NS Neutral, Subjective  中意見性 高主観性 
RS Reader-oriented, Subjective 高事実性 高主観性 

Ⅱ 分析の結果 

１．アーネスト・サトウの価値意識構造 

まず、アーネスト・サトウの「明治日本旅行案内」の日光の部分の旅程は以下のとおりである。 

Route 21 佐野→出流→粟野→鉢石 

Route 52 宇都宮→徳次郎→大沢→今市→日光→神橋→輪王寺→東照宮→二荒山神社 

→慈眼堂→大猷院→憾満が淵→裏見が滝→いろは坂→馬返し→華厳の滝 

→中善寺→男体山→大真名子→女峰山→湯本→足尾 
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 図１ Satow Chart 1 

（Ernest Satow “A Handbook for Travelers in Central and Northern Japan” より著者作成） 
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図２ Satow  Chart 2 

（Ernest Satow “A Handbook for Travelers in Central and Northern Japan” より著者作成） 

 

次に、抽出した形容詞群は76％（132/174）が対象を事実的、かつ客観的に説明するものであっ

た（Satow Chart 1（図１）の左側6グループ、WO,NO,RO,WM,NM,RM）。例えば、large, small, 

dormant, wooded, straight などである。残りの 24％(42/174)が「評価」に関する形容詞群

（WS,NS,RSの3グループ）で以下のように分類された。 

① 現実的、かつ実際的な道路、宿の状態などの評価である。具体的には convenient, preferable, 

comfortable, pleasant, advisable, favourite, practicable, special などである。 

② 実際の対象観光資源の描写で書き手の評価が表現されている。例えば、picturesque, beautiful, 

splendid, handsome, graceful, harmonious, fabulous, romantic, agreeable などである。 

③ 書き手の独自の判断を読者に披露する場で、書き手の取材時の感動を生き生きと伝えている。

worth, worth while, worthy of, repaid, lovely, good, celebrated, delicious, pretty などである。 

これらの3グループの関連性を図式化したものがSatow Chart 2（図２）である。 

    

サトウが書いた文章の大タイトルが”A Guidebook to Nikko”であるためか、読者に「訪れる価値」

があるか否かを論ずる表現が多い。したがって、”Sufficient Reward”（充溢した応報）が中心の価

値意識構造になっている。それをサポートする 3 つの要素が「絵画的なコントラスト」「心地よい

散歩」「見事な眺め」である。特筆すべきは、建造物および、そこへたどり着くまでの道程、そして、

それを取り巻く周辺の環境、の描写が他の4人に比べ綿密である。イギリスの中産階級出身のサト

ウにとって、「心地よい散歩」が楽しめる自然、特に、秋の紅葉（The Loveliest Tints）は重要であ
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ったと考えられる。コントラストでサトウが特に取り上げているのが、杉木立の深緑と神橋の紅の

対比である。「見事な眺め」に関しては、様々な場面で登場し、それを得られる場所で過ごす時間が、

すなわち、そこへ到着するまでに経てきた労苦への報酬であった。 

 

２．イザベラ・バードの価値意識構造 

イザベラ・バードの「日本奥地紀行」の日光に関する記述の中の紀行ルートは以下のとおりである。 

栃木市→例幣使街道→今市→神橋→陽明門→大猷院→男体山→中禅寺湖→湯元 

Bird Chart 1（図３）の通り、抽出した形容詞群の72％(247/342)が事実性・客観性を帯びたも

の（左側WO,NO,RO,WM,NM,RMの6グループ）で、28％(95/342)が価値観を含み意見性・主観

性を帯びている（右側WS,NS,RSの3グループ）。 

バードの「日本奥地紀行」を読んで、宮本常一は「外国人（バード）が自分の国と比べながら日

本（日光）を見ていて、先入観がない。」「一人の外国人が見たその目は、日本人が見た目より、わ

れわれに気づかせてくれることが多い。」と述べている。 

バードの日光に関する記述の中で、目立ったのが金谷家の人々への賞賛である。refined, lovely, 

handsome, sweet, pleasing, など、手放しで褒めている。金谷家の人々が経験上、外国人の扱いに

慣れており、外国人客が望む宿屋としての在り方を常に研究していた証左である。Bird Chart 2（図

４）に示す通り、特筆すべきは、バードが建造物と自然環境、壮麗さと簡素さなどのコントラスト

に感銘を受けた部分である。具体的には、大猷院の中の仏教と神道のコントラストにも驚いている。

「洗練された」もの、「全く異なった個性」、そして、「死者を悼む」場までもが、それぞれ、際立つ

コントラストを醸成・演出している。 

 

３．ピエール・ロチの価値意識構造 

Pierre Lotiの文献「秋の日本」のみ、原文または英文での入手が困難であるため、今回、日本語

訳を採用した。その翻訳日本語の中で、形容詞および比喩表現を含む形容詞句を対象とした。 

ロチが歩いたルートは以下のとおりである。 

（列車で）宇都宮→（人力車で）杉並木→（日没）宿屋一泊→神橋→輪王寺→三仏堂→五重塔→ 

東照宮→大猷院→憾満が淵 

Loti Chart 1（図５）の抽出形容詞は左側の6グループ（WO,NO,RO,WM,NM,RM）が全体の

79％(122/154)で事実性・客観性の形容詞群、右側の3グループ（WS,NS,RS）が全体の21％(32/154)

で意見性・主観性の形容詞群である。 
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図３  Bird Chart 1 

（Isabella L. Bird “Unbeaten Tracks in Japan” より著者作成） 
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図４ Bird Chart 2 

（Isabella L. Bird “Unbeaten Tracks in Japan” より著者作成） 

 

ロチの音と経過した時間に対する見方は他の4人と異なる価値意識である。神社や寺での読経や

朗誦、そして川や滝の水音に大きく反応し、苔むす環境と対比させて、社寺建造物の保存状態・修

復状態の良さ（「その金泥一つといえども色褪せるにまかせてあるようなものはない」）の中に、日

本的な特徴を見出し、そのTimelessnessとして評価している。 

また、ロチが繰り返し表現しているのが、権力者の永眠の場＝死者の町として日光を位置づけ（メ

ッカ、サンマルタン等への投影）、自国文化との比較の中で、ギリシャ、ラテン、アラビアのいずれ

の血も引いていない芸術の懸隔性である。その中に「圧倒的な美しさ」と「秩序のたしなみ」を発

見し感動している。5 人の中で、唯一、フランス人である故か、ロチにとって日光は、宗教性、芸

術性、そして季節がそれぞれ「日本人のたしなみ」の如く秩序づけられている、という価値意識構

造になっている（図６）。 
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図５  Loti Chart 1 

（Pierre Loti 「秋の日本」より著者作成） 
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図６ Loti Chart 2 

（Pierre Loti 「秋の日本」により作成） 

 

４．メアリー・クロフォード・フレイザーの価値意識構造 

Mary Crawford Fraserは英国公使夫人であるが、その対象物の描写力、そして表現力は文筆家

としても超一流であることは論を待たない。彼女が日光で辿ったルートは以下のとおりである。 

（汽車で）宇都宮→杉並木→鉢石→神橋→東照宮→大猷院→憾満が淵→中禅寺湖 

Fraser Chart 1（図７）の形容詞群の割合は以下のとおりである。 

事実性・客観性の形容詞群：69％(70/101)（チャート左側の6グループ、WO,NO,RO,WM,NM,RM） 

意見性・主観性の形容詞群：31％(31/101)（チャート右側の3グループ、WS,NS,RS） 

 

フレイザーの視点（興味）は、休息の場としての日光であった。その観光地としての魅力はそれ

までに多くの人に語られ尽くされていること、そして、日本の他の地での、公人としての滞在・活

動から離れて、静かに時を過ごすことができる場所を求めていたこと、がその大きな理由である。

彼女が滞在した日光は、夏から秋にかけてであった。日本が「トンボの国（秋津洲）」と称されたこ

とを知るフレイザーは、日本の地味な自然環境の中で、多大な「根気」を必要とする建築・工芸職

人たちの入念さと、避暑地としての日光の夏と紅葉の秋が全体として彼女にとっての「静穏」な場

所を醸成している。やはり、中禅寺湖畔の夏と秋が最もお気に入りの場所であったと考えられる（図

８）。 
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図７ Fraser Chart 1 

（Mary Crawford Fraser “Diplomat’s Wife in Japan” より著者作成） 
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図８ Fraser Chart 2 

（Mary Crawford Fraser “Diplomat’s Wife in Japan” より著者作成） 

 

５．エリアノーラ・メアリー・ダヌタンの価値意識構造 

最終はベルギー公使夫人（イギリス人）の公使夫人としての日本滞在日記である。日記とはい

え、”Fourteen years of Diplomatic Life in Japan”と題された歴とした出版物である。ちなみに彼

女は日記のほかに8篇の小説も発表している。ダヌタンは1893 年から1910 年までの間に通算14

年間日本に滞在し、後半、夏は毎年のように中禅寺湖畔の別荘に滞在した。彼女が初めて日光を訪

れた時のルートは以下のとおりである。 

伊香保→日光→東照宮→大猷院→憾満が淵→白糸の滝→滝尾神社→中禅寺湖→華厳の滝 

d’Anethan Chart 1（図９）の形容詞群の割合は以下のとおりである。 

事実性・客観性の形容詞群：60％（チャート左側の6グループ、WO,NO,RO,WM,NM,RM） 

意見性・主観性の形容詞群：40％（チャート右側の3グループ、WS,NS,RS） 

 

d’Anethan は Fraser 同様、日常の公務や喧騒から逃れ、暑い日本の夏から安息の場としての日

光での滞在を何より楽しみにしていたのがわかる。その避暑地としての日光には落ち着いた自然が

あり、ロマンティックで壮麗な建造物があり、そして死者たちの神聖な安息の場もある、といった

シンプルな価値意識構造であろう（図10）。 
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図９ d’Anethan Chart 1 

（Eleanora Mary d’Anethan “Fourteen Years of Diplomatic Life in Japan” より著者作成） 
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図10  d’Anethan Chart 2 

（Eleanora Mary d’Anethan “Fourteen Years of Diplomatic Life in Japan” により作成） 

Ⅲ おわりに 

最後に、Satow, Bird, Loti, Fraser, d’Anethan それぞれの価値意識構造の分析結果を整理して、

5 人の文献調査から把握可能な価値意識構造の全体像を示す。図 2，4，6，8，10 を統合したもの

が全体Chart （図11）である。 

分析の結果、以下のようなことが明らかとなった。彼らが示した日光は ほぼ 5 人に共通してい

る「休息の場」としての日光である。それは、Fraser が使った言葉であるが”the City of Rest” で

ある。そして、そこには「静穏」「簡素な威風」「永遠の救い」「最上の精緻」「壮麗な安息の地」「画

趣ある寂寥」「鮮やかな色彩の調和」「秩序のたしなみ」といった要素をもつことが明らかとなった。

家康と家光、二人の将軍の ”Eternal Resting-Place” はそれぞれ日光東照宮と大猷院であるが、少

なくとも、Satow, Bird, Loti, Fraser, d’Anethan にとって最上のResting-Place は日光中禅寺湖畔

であったといえるだろう。 

そしてもう一つ、「都会での日常の喧噪」対「日光中善寺湖畔の静穏」をはじめとして、「杉並木

の威風」対「神橋の鮮やかさ」、「陽明門の壮麗」対「大猷院の簡素」、「二社一寺の豪奢」対「周辺

の憾満が淵などの寂寥感」など、至る所で「際立つコントラスト」の描写があり、強調されている

ことが示された。これらの要素の分析から、「際立つコントラスト」の存在が観光資源としての日光

を表す価値意識として極めて重要なものであることが明らかとなった。 
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図11  全体Chart 

（図2，4，6，8，10を統合して作成） 

   

「シンプリシチー」が持て囃された時代（流行）、日光東照宮に共感できなかったドイツの建築家、

ブルーノ・タウトは日光東照宮を「威圧的」「将軍趣味」「俗悪」と切り捨てた〔５〕。それは一時、

日光を著しく貶めた。平川が指摘する通り、「共感は理解の最良の方法」である。そして、本稿で取

り上げた5人の西欧人たちは日本中はもとより世界中に滞在経験を持つ。彼らの共感力（理解）が

彼らが使った形容詞群に端的に表現されていたとすれば、その価値意識構造は松尾芭蕉viiの「不易

流行」の「流行」に流されない「不易」のものとして一考に値するに違いない。 

本稿は、明治時代の日光に関する５つの旅行記から。日本の観光資源に対する西欧人の価値意識

構造を解明した。今後は、現代における価値意識構造はどのようになっているのかについて調査研

究を進め、外国人の理解とそれによる適切な情報発信のあり方を探っていくことが課題である。 
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注 
                                                   
i  観光外語ブック等も調査対象になるが、日本語からの翻訳がほとんどであり、外国人による価値意

識を表現したものではないと考え対象から外した。また、SNS 上での個人のレポートなども調査

対象と考えられるが、個人ブログやTwitterなど、多様なSNSツールがあり、収集に限界がある

ため、今回の調査対象から外した。SNSを通した価値意識構造の分析は今後の課題である。 
ii アーネスト・サトウが本州の中で最も興味深い場所を選んで書いた旅行案内である。主要な山へ

の登山、神社仏閣の説明、史実および伝説の紹介も含んでいる。 
iii 明治維新の 10 年後、西欧人にとって日本は未だミステリアスな国であったころ、イザベラ・バ

ードは外国人女性として初めて日本の奥地に入り、旅をした。その旅行記である。 
iv ピエール・ロチは1885年、35歳の時、フランス海軍「トリファント号」の艦長として、日本を

訪問し、同年7月から12月まで滞在した。文筆家としても有名である。 
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END4

 
v アメリカ人であるが、英国公使夫人として 1889 年に来日、5 年間滞在した。彼女が毎週手紙に

書いた日本のスケッチは、後日、集められ、1899年、本としてロンドンで出版された。 
vi 1912年初出版、長く外交団夫人の首席を務めたベルギー公使夫人の14年にわたる日本滞在記で

ある。日清・日露の両戦役に勝利し条約再生を実現して日英同盟締結に至る躍進する明治日本の

政治・外交・社交界・文化・風俗の貴重な記録である。 
vii 松尾芭蕉の「おくのほそ道」では、日光が最初の目的地であった。不易流行は芭蕉が、この旅で

考案した俳諧論である。アーネスト・サトウも訪れ、その後水害で流されてしまった日光の大日

堂の跡に芭蕉の句碑 “あらたふと青葉若葉の日の光” が立っている。 
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